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九州大学外国人研究員等宿泊施設使用料金規程

平成１６年度九大規程第６６号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ３年 ３月３０日

（令和２年度九大規程第８６号）

（趣旨）

第１条 九州大学外国人研究員等宿泊施設使用規則（平成１６年度九大規則第６５号。以下「規

則」という。）第９条第２項に基づく宿泊施設に係る施設使用料（ドミトリー２、伊都ゲスト

ハウス及び伊都協奏館にあっては、共益費を含む。以下同じ。）の額及び徴収方法については、

この規程の定めるところによる。

（施設使用料の額）

第２条 施設使用料の額は、次の表のとおりとする。

施設使用料

区分

月額 日額

外国人研究 家族室 ５５，０００円 ２，０２０円

員等宿泊施

設 夫婦室 ３７，０００円 １，３６０円

単身室 ３２，０００円 １，１８０円

ドミトリー 夫婦室 ６７，８００円 ２，４８０円

２

単身室 ３３，６００円 １，２３０円

伊都ゲスト 家族室 ７１，５００円 ２，７００円

ハウス

夫婦室 ６０，５００円 ２，３００円

単身室 ３８，５００円 １，５００円

上級単身室 ４７，５００円 １，８００円

井尻国際交 夫婦室 ４４，０００円 １，６２０円

流会館

単身室 ３４，０００円 １，２５０円

伊都協奏館 夫婦室 ４４，１００円 １，６１０円

単身室 ２４，０００円 ８８０円

２ 規則第４条第１項に規定する入居期間に係る施設使用料は、月額によるものとし、前項の表

の月額欄に規定する額とする。ただし、月の中途において入居し、又は退去する場合の当該月

の施設使用料の額は、月額を当該月の日数で徐した額に当該月における入居日数（入居日及び

退去日は１日として計算する。）を乗じて得た額（１円未満切捨て）とする。

３ 規則第４条第２項に規定する入居期間に係る施設使用料の額は、第１項の表の日額欄に規定
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する額に宿泊数を乗じて得た額とする。

（施設使用料の徴収方法）

第３条 前条第２項に規定する施設使用料は、毎月その月の２０日までに当該月分を納付しなけ

ればならない。ただし、その月の２０日前に退去しようとする者にあっては退去日までに、

２０日後に入居する者にあっては入居日までに納付しなければならない。

２ 前条第３項に規定する施設使用料は、入居日までに納付しなければならない。

３ 外国人研究員等宿泊施設、ドミトリー２及び伊都協奏館において、前２項に規定する納付日

が次の各号のいずれかに該当する場合は、その日の前日までとする。

(1) 日曜日及び土曜日

(2) 国民の祝日に関する法律 （昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

(3) １２月２９日から翌年の１月３日までの日（前号に掲げる日を除く。）

４ 伊都ゲストハウスにおいて、第１項及び第２項に規定する納付日が、１２月２９日から翌年

の１月３日までの日に該当する場合は、１２月２８日までとする。

附 則

この規程は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規程第２５号）

この規程は、平成２１年７月１７日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規程第９５号）

この規程は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規程第８９号）

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規程第４８号）

１ この規程は、平成２６年９月２４日から施行する。

２ 九州大学国際交流会館インターナショナルレジデンス使用料金規程（平成１６年度九大規程

第６７号）及び九州大学国際交流会館井尻留学生会館使用料金規程（平成１６年度九大規程第

６８号）は廃止する。

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規程第５１号）

この規程は、平成２８年１月１日から施行する。ただし、この規程による改正後の九州大学外

国人研究員等宿泊施設使用料金規程第２条第１項のドミトリー２の施設使用料にかかる規程は、

平成２８年４月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規程第７８号）

この規程は、平成３０年１２月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規程第３４号）

この規程は、令和元年１０月１日から施行する。

附 則（令和２年度九大規程第８６号）

この規程は、令和３年４月１日から施行し、この規程による改正後の九州大学外国人研究員等

宿泊施設使用料金規程第２条第１項の外国人研究員等宿泊施設及び井尻国際交流会館の施設使用

料に係る規程については、令和３年５月１日以降の日付をもって入居の許可を行う者から適用す

る。ただし、令和３年４月３０日以前の日付をもって入居の許可を行う者の当該許可に係る期間

中に適用される施設使用料については、なお従前の例による。


